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<取り組んだ課題> 

施設で中核をなす中堅職員のモチベーションを上げるこ

とによって、利用者満足につながる施設サービスの提供

を実現するために、相談員として、中堅職員のやる気を

引き出すような取り組みが必要ではないか。その手法は、

従来用いられた、指示、命令型ではなく、明確な目標に

自らが向かっていけるような手法『コーチング』が有効

であると考察した。 

その理由として 

○ 介護職員の離職率が高く、利用者サービスの質の維

持が難しくなっている。 

○ 中堅職員のモチベーションを上げるためのコミュニ

ケーションの手法とプログラムがない。 

＜具体的な取り組み＞ 

○介護職員の労働環境について現状の把握と検証 

《福祉業界》介護労働安定センターの調査を調べる。 

 結果：1年間で介護職員の21%が離職している。 

《グループ内施設》中堅職員に対してアンケートを実施。

内容：「自分の仕事がどうなったらモチベーションが上

がると思いますか？」 

結果：中堅職員が「仕事に対する評価や必要性を感じ

られる仕事がしたい」と考えているのに対して、厚生

労働省では、肉体的負担が多いから離職が高い、と見

ている。「認められたい」という思いが満たされていな

いため、モチベーションの低下に繋がっている。 

○ コーチング技術の習得 

【コーチングとは】個人の自己実現をサポートするシス

テムであり、有力な人材を支えるために質問の技術を取

り入れて、その人が持っている能力や可能性に気づき、

発揮できるように支援する。 

【コーチングの手法】相手の可能性を最大限に引き出す

ために有効な、３つの質問スキル（拡大質問、未来質問、

肯定質問）を日常的な会話の中で使用し、モチベーショ

ンの向上を図る。 

<活動の成果と評価> 

 施設全体を見渡せる立場の相談員が中心となり、中堅

職員の「認められたい」「必要とされたい」という気持ち

を意図的に引き出す技術（コーチング）を身に付け、目

標を持って仕事ができる労働環境を作る必要があること

がわかった。 

その結果として 

○ コーチングの３つの質問スキルを使うことで、「可能

性に気づき、能力を引き出す」「前向きな考え方がで

きる」ことがわかりモチベーション向上に繋がった。

○ 相談員がコーチングの手法を実践したことで、中堅

職員の考えを意図的に引き出すことができた。 

○ 中堅介護職員がコーチングで引き出された考え方に

よって、自発的に仕事に取り組むことができた。 

<今後の課題> 

○ コーチングの手法を使って導き出した職員一人ひと

りの考えや目標を管理し、評価が的確に行えるシス

テムを構築する。 

○ 一連の目標管理のシステムが、利用者の生活に有効

であるか検証する。（離職率減少があるか、など） 

○ 目標管理の中での、相談員の役割を検証する。 

<参考資料など> 

介護労働安定センターのホームページ 

「部下を伸ばすコーチング」（ＰＨＰ研究所） 

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概要     

当グループは東社協の高齢者施設福祉部会、生活相談員研修委員会が、変化に対応していく

人材育成を目的とする「生活相談員スペシャリスト養成研修会」で高い専門性や技術を身に

つけるために研修を行っている生活相談員7名のグループです。 
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8-2 中堅介護職員のモチベーションを上げるかかわり

どうする？人材育成！・どうする？施設の風土改革！
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